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１．概要（Summary） 

未培養系統が多数存在する環境微生物の研究にあた

ってシングルセルゲノム解析技術は有用であるが、実験コ

ストなど多くの課題が存在している。そこで、微小液滴を

利用した効率的なシングルセルゲノム解析手法の開発を

行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

CCP-RIE 装置, 両面マスクアライナ 

【実験方法】 

上記装置を用いて作成した 100 µm 以下の流路を有

するマイクロ流体デバイスを用いて、ピコリットルサイズの

微小液滴を作成した。高速に生成される微小液滴を個別

の反応場として利用することで、環境微生物に対する超

並列的なシングルセルゲノム増幅手法を構築した（Fig. 

1）。 

 

Fig. 1  Single-cell genomic amplification in 

microdroplets 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

開発したシングルセルゲノム解析手法を用いてマウス

腸内細菌叢の解析を行うことで、300サンプル以上の微生

物由来シングルセル増幅ゲノムおよび 31 株の微生物ドラ

フトゲノムが獲得された（Fig. 2）。さらに、プレバイオティク

スであるイヌリンの給餌による腸内細菌叢の変動と合わせ

て、獲得した微生物ドラフトゲノムを解析することで、イヌリ

ン分解能を有する Bacteroides 細菌の特定に成功した。

上記結果は、論文(1)にて報告している。 

 

 
Fig. 2 Quality evaluation of the obtained mouse 

intestinal bacterial genome (Adapted from paper 

(1) ). 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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